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横浜市立大学術属市民総合医療センタ一 助産師

横浜市医師会看護専門学校専任教員

川崎市立多摩病院助産師
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徳洲会湘南藤沢徳洲会病院助産師

国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院助産師

東京家政大学大学院後期博士課程

済生会横浜市東部病院助産師

独立行政法入国立病院機構相模原病院助産師

かもめ助産院院長

北里大学病院助産師
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1聞本誌の発行
本誌は原則として年 l 1,,1 、 3 月に発行する。

投稿の締切日は11 片末H とする。

2 固揖稿資格
I I 投稿は、本学の専任および非常助投員とする I ただし学外者を共界有とする事は差し支えない 0

2 ）投杭~命丈は他誌に発表したことのないものに限る。

3 ）投fi',' ，＼編設は、本研究報告各日ーの｜リ行にあたり、同 4 人につき、市到！研究は l湖、共同研究は 2

編までを原則とする。

3 悶投稿の干引、採否及び掲載Jil 買序
1 ）入稿は、原稿及ぴ電子媒体（CD四R~n とする。電子媒体にはOS と Soft名、 verを記入するリ

2 ）原稿の記述JI 闘は、表題（和文と英文双方明記）、 Key words ( :o, ～ 5 語）、著者名（和名、アルフア

ベット表記）、所属機関名、本文及び参考文献の）｜阪とするο

3）原稿枚数は、 1編につき、写真、図、表などふくめてノ10 枚前後を限度とする。

4 ）表、図、及び写真は、点 1 、図 1 及び写真 1 などの骨サをつけ本文とは別に一括し、本丈中に

は挿入希望場所を欄外に朱書でその位置を指定すること。

s）共有者が本学の専任教員でないj話什は、＊及び＊＊などを右肩に付け、所同を明記する o

6 ) 日IJ ¥1;1J 30 部は無料とする。

7) カラー写真については、自己負担とする o

U 参考丈｜吠記載の様式

il ）本土；のづl用筒所の肩に l）、 l ～ l のごとく去し、最後に一括してリlrl-J/lll1 に掲げる。

r2 ，，記載の）j法は原則として下記のごとくにする。

よ雑誌の場合著者名：表題缶、雑誌名ぃ在、（号）、頁、年次

（例 I) 野崎位、萩野博、田中信行：味覚に関する州究、日化試、旬、 168 、（1971)

（例 II) Young, A., Sweet, T. Sand Baker, B, I3. J, 000 E. lectron Microsc., 68. 261 0986) 

②単行本の場合著者名：書名（版）、頁、発行所、発行地、年次

（例 I) 田中元治：溶媒抽出（2）、 P.23 、共立出版、東京、（1965)

（例 II) Kateman, G., Quality Coutrol Analytical Chεmistry, P.253 

Academic press, New York, (1977) 

,Ji,¥ ）（本の場合著者名：書名1:17_ 、作次、訳苫名：書名、頁、発行所、発行地

1• l インターネットウェブサイトからの引用 作成者（わかれば）、タイトル、 URL 、アクセス

;,I_: JJ 11 

9 ） ヒトを研究対象とするものについては、 fiJI 究倫理審査委員会による存去を乏け、投稿原稿にそ

の旨を記載する。承認した研究倫Jff!ffl'f:f M会の名称及び承認骨号を記；F比する
10 ）投杭！反稿の採否は、アカデミックサポート委員長が任命した複数の査説委口のi::C ；見を考慮して、

羽IU 集妥員会が決定するc

11 ）受理された論文の著者校正は初校のみとする。

i 2）投稿論文；の掲載順序は編集委員会が決定する。

1:n 持者への連絡先として代表台氏名、連絡先を入れる0

4 圃規程の改正等
l ）本坑併にない事項は別に委封会で決定する (j

2）この規程の改正は救長会の承認を得なければならない。

附則 本規程は、平成25 年 7 月 1 日より施行する。

本規定は、平成26 年 6 月 1 日より施行する。

神奈川歯科大学短期大学部アカデミックサポート委員会
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l 一寸十 い 一一編集後記

神奈川歯科大学短期大学部紀要 2 号・ 2015 が発行されました。

この一年、アカデミックサポート委員会では昨年に引き続き、投稿規程の見直し、査読につい

ての検討を行いました。

各数民多忙を極める中、査読を引きうけていただいた先生方、また、研究教育活動の成果をi論

文としてまとめられ、本紀要に投杭してくださった先生方に心より感謝III し上げます。

今後とも本紀要のさらなる充実のためご指導・ご鞭援をいただければ幸いです。皆様の一層の

お心添えをお願い申し上げます。

アカデミックサポート委員会（50 青／II&)

伊ケ111,'(]J 判圭石川智子粛藤利子

中向井政千森山恵美吉越作校
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